
＜社会福祉学部社会福祉学科（社会福祉専攻）のカリキュラムポリシー＞ 

 社会福祉専攻では、「同朋和敬」の精神のもと、広い知識と専門の学術を身につけ、社会

福祉・教育・心理・経済行政など、地域社会に貢献可能な人間を養成することを目的とし

て、その実現のためのカリキュラムを編成しています。 

 

自ら課題をみつけようとする姿勢や考え方、またそれら課題解決の方法や判断について

体系的・総合的に学修が進められるようにカリキュラムを組み立てています。 

学生の所属コースの学問的方法を学ぶために、専門教育科目・教養共通科目・自由科目

を配置し、教養、自由の科目を履修することによって、専門性のみならず、応用力、洞察

力等を身につけ、総合的な学びができるよう配慮しています。 

初年次教育の充実のため、１年次より通年のゼミ（社会福祉基礎演習）を実施するなど 4

年間を通じた少人数教育によって、学生のコミュニケーションのレベルアップ、主体性の

確立等を図っています。 

２年次以降は「講義」「演習」によって福祉実践基礎力（ソーシャルワーカーとしての基

礎力）を高め、３年次、４年次は「演習」「現場実習」を重視し、福祉実践力（課題を発見

し様々な分野の人と協働・連携して実践的に取り組むことのできる力）を高めることをめ

ざしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


